
記入日 （西暦）2023年 7月 5日 

医療薬学学術小委員会 （新規） 

１．小委員会名、研究テーマ 

小委員会名 2023年度医療薬学学術第 1小委員会 

研究テーマ 
電子添付文書および添文ナビの利活用実態と、その普及に向けた調査研

究 

 

２．小委員会の委員長、構成委員 

委

員

長 

フリガナ アオモリ トオル 

氏 名 青森 達 

所属施設の名称 

(正式名称) 
慶應義塾大学病院 

 

構

成

委

員 

氏 名 所 属 

大谷 壽一 慶應義塾大学病院薬剤部 

津田 壮一郎 慶應義塾大学病院薬剤部 

中田 英夫 慶應義塾大学病院薬剤部 

清宮 啓介 慶應義塾大学薬学部 

荒木 拓也 群馬大学医学部附属病院薬剤部 

伊藤 護之 埼玉医科大学病院薬剤部 

赤嶺 美奈 和同会薬局 

島田 淳史 スエヤス調剤薬局 

坂口 眞弓 みどり薬局 

田中 みずき みどり薬局 

  

３．研究の目的 

添文ナビは、医薬品等の PTP シートや容器等に表示された GS1 バーコードをスマートフォン等のモバイ

ル端末で読み取ることにより、電子添文、インタビューフォーム、RMPなど PMDAで公開している医薬品情報

を閲覧することができるアプリケーションである。医療関係者はこれまでよりも速やか、かつ場所を選ばずに

最新の添付文書にアクセスすることができるが、その導入の効果を評価した報告はない。 

本研究では本アプリ導入前後における医薬品情報へのアクセスに関する質的・量的変化、および添文ナ

ビや電子添付文書の有用性や課題に関し調査する。 

本研究の目的は添文ナビの使用状況や改善すべき点、普及上の課題等を明らかにし、さらに電子添付

文書の使いやすいフォーマットを検討することで、今後の利活用の推進につなげることである。 

 



 ４．活動計画 

 

（1）初年度 （2023年度） 

プレ調査 

対象：研究代表施設、共同研究施設、調査に協力いただける数施設の医療機関 

目的：1次調査の項目および解析方法の検討、1次調査の対象施設選定 

 

1次調査 

対象：1次調査で決定 

目的：2次調査における調査項目の設定、対象施設選定 

 

（2）２年度目（2024年度） 

2次調査 

対象： 2次調査で決定 

目的：「添文ナビ」の使用状況や改善すべき点、普及上の課題、電子添付文書の使いやすいフォーマッ

ト等を明らかにする 

 

（3）３年度目（2025年度） 

二次調査にて得られた結果の解析を行い、研究成果として年会およびに「医療薬学」誌に報告する。 

さらに、電子化医薬品情報・添文ナビのさらなる普及と有効活用推進に向けた「学術委員会提言」をとり

まとめる。 

 

・プレ調査でアンケート項目が十分に検討できれば、１次調査は実施せず、本調査を実施することも検討す

る。 

・施設に対して導入状況を聞く調査と、個々のユーザーに対して使用感を聞く調査の２段構えとすることも検

討する。 

 

  

５．共同研究、他学会・団体からの支援（ＣＯＩ申告を含む） 

該当なし 

 


